
横浜洋館散歩 淡交社 

 

見どころ、特徴を解説してくれるので、次に訪れる楽しみができた。 

 

テラコッタ 「焼いた土」の意。素焼きのレンガなど。釉薬をかけたものもある。 

 

◆横浜市開港記念会館 ジャックの塔 

 

2 階広間左手、資料コーナーを飾る 3枚のステンドグラス。左右は大井の渡しと箱根越えを描いた 1 対、正

面ファンライトは横浜市章と鳳凰 

 

 

◆三井住友銀行横浜支店 

本町通りに面してずいっと立ち上がった、柱頭 

にイオニア式特有の巻貝飾りをつけた 4本の付柱(つけばしら) 

が、ともかく目を引く。柱は太く、柱身のフルー 

ティング（溝彫り）模様もくっきりと、安定感に 

満ちて揺るぎない。窓は大きく、コーニス（軒装飾） 

にぐるりとめぐらされた意匠も質実で力強い。こ 

れこそ昭和初期銀行建築の典型。設計は当時高名 

だったアメリカの設計事務所による。同事務所は 

東京・日本橋の三井本館（国指定重要文化財。壮大 

なコリント式（14頁）の列柱がすばらしい）の設計 

も手がけており、スタイルのよく似た両館はいわ 

ば兄弟だ（むろん三井本館がお兄さん）。 

 



建築 1931 トロウブリッジ＆リビングストン建築事務所 

 

  

 

～～～～～～～～～～～～～～ 

http://www.hamatenashi.com/meiten/scandia/ 

 

1 階はカフェや食事をカジュアルに楽しめる「スカンディヤガーデン」2 階は本格的な北欧料理が楽しめる

「レストランスカンディヤ」。 

午前 11時～午後 11時 30分 ／日曜日のみ午後 17時～午後 11時 30分（1階のガーデンは昼も営業） 

[定休日] 年中無休 

～～～～～～～～～～～～～～ 

 

 

横浜情報文化センター 

Alte Liebe = 古い恋人。 

http://www.hamatenashi.com/meiten/scandia/


 

 

～～～～～～～～～～～～～～ 

https://alteliebe.co.jp/yokohama/ 

LUNCH  11:30-15:00 L.O.DINNER  17:30-22:00 L.O 

アルテリーベは生演奏のあるミュージックレストランとして誕生 

～～～～～～～～～～～～～～ 

 

◆神奈川県庁本庁舎 

 塔屋には登れないが、建物内部は屋上も含めて 

自由に出入りできる（屋内写真撮影は不可）。外観 

ばかりでなく、キングにふさわしい玄関ホールの 

豪奮な造り、また屋上からのミナト風景などもぜ 

ひ眺めて帰りたい。                       

 

 

 

https://alteliebe.co.jp/yokohama/


◆ホテルニューグランド本館 

  

 横浜唯一、そしてわが国有数のこのクラシック・シティホテルを訪れ 

るなら、一度は海からアプローチしてみたい。船が山下公園の桟橋に近 

づくとき、本館の屋上、銀杏の並木越しに HOTEL NEW GRANDの骨太 

のサインが目に飛び込んでくる。横                

浜港でもとっておきの、胸が顫(ふる)えるくらいに美しく、しかも微かな切な 

ささえ感じさせる景観。陸(おか)に上がって山下公園通りからホテル本館を目 

の前にすれば、正面 2階に 14面の大きな半円アーチの窓を並べた建物の、 

なんとシックなこと。 

 脇を通っても、こんな印象を受けず。感性の問題。 

 

 

◆ベーリック・ホール 

 椰子や棕櫚(しゅろ)を植えた広い庭に面して、山手に残る戦前の外国人住宅で 

も最大の、これぞスペインといった風の邸宅が建つ。 

 勾配の緩い屋根にはオレンジ色のスペイン瓦を載せ、明るいベージュ 

の壁はモルタルを鏝(こて)でならした跡をそのまま残した洗い出し仕上げ。玄 

関ポーチに縁を赤いタイルで飾った 3連のアーチを並べ、高く突き抜け 

た屋根つき煙突の下部には、獅子頭           

をあしらった立派な壁泉(へきせん)（壁面に造りつけた噴水）――南スペインでよく 

見られるそんな開放的な外観もさることながら、この建物は内部にも魅 

力がぎっしり詰まっている。 

玄関ポーチのアプローチや 1階の床、2階各浴室など至るところに便 

われている、さまざまな種類のタイル。階段や玄関扉を飾る細緻なアイ 

アンワーク。フレスコ技法（生乾きの漆喰の上に石灰と顔料を混ぜた塗料 

を塗る方法）を用いた、部屋ごとに色を変えた 2階寝室の壁。もちろん 

細部ばかりではなく、壮大な造りの居間やイスラム風のパームルームな 

ども見ものだ。施主のイギリス人貿易商 B・R・ペリックは、フィンラン 

ド名誉領事を務めた人。そのためこの建物には公館の意味もあり、1階 

と 2階ではよほど趣が違う。その差を探りつつ見学するのは楽しい。 

 

 

◆外交官の家 

北東面に建つ、特徴あるとんがり帽子の八角形の塔屋が目を引く。名 

前から想像がつくとおり、この建物は明治時代に活躍した外交官・内田 

定槌(さだつち)の住まいだった。もとは東京・渋谷の南平台にあり、和館も併設さ 

れていたが、昭和 47年に取り壊され、平成 9年に洋館部分のみが現在地へ 

移築された。今は付属棟との接合部に復元された屋根庇(やねびさし)が、わずかに和 

館の面影を向田めている。 

 この洋館は、ニューヨーク総領事やアルゼンチン公使、トルコ特命全 

権大使などを歴任し、海外生活の長かった内田の要望に応えて建てられ 



た。設計者の J・M・ガーディナーは立教学校の教師として来日、のちに 

立教大学の校長を務め、一方で建築家としても名をなした異色のアメリ 

カ人。施主と設計者二人の思いが一致してか、建物は 19世紀ヴィクトリ 

ア朝時代のイギリスで流行し、アメリカに渡って発展した気品ある建築 

様式、アメリカン・ヴィクトリアン様式の色が濃い。館内各室の内装に 

当時のアメリカ風の意匠が見られ、またガーディナー自身のデザインと 

いわれる、アール・ヌーボー（66頁）風のサイドボードと配膳棚も残る。 

 各展示室ではガーディナーやこの建物について、詳細に紹介されてい 

る。学びつつ見て回りたい。 

 

 

◆ブラフ 18番館 

山手 45番地にあったオーストラリア人貿易商の住居が関東大震災で被 

災。現在の木造 2階建ての建物は、残った部材などを転用して同じ場所 

に再建されたものだ。赤褐色のフランス瓦を葺いた屋根、上げ下げ窓に 

緑の鎧戸(よろいど)、ベイウインドウ（張り出し窓）、バルコニーと暖炉の煙突、 

円柱を立てた玄関ポーチ、そして中(なか)廊下型の平面構成と、震災前の外国 

人住宅の、いわばお約束ともいえる要素をすべて備えている。ただ外壁 

が板張りではなく、火災に強いモルタル吹付け仕上げなのは、むろん震 

災の経験からきたものだろう。 

 戦後はカトリック山手教会の司祭館として長く使用され、平成 3年、 

解体されるのを機に横浜市が寄贈を受けて、同 5年に現在地に移築・復 

元された。かつて横浜では山手を英語そのままにブラフ the Bluffと呼 

び、また現在地が旧山手居留地 18番地であることから、ブラフ 18番館の 

名がついたのだろう。でも、なぜこの建物だけ「山手」でなく「ブラフ」 

なのか、そこは今一つわからない。 

 館内は床材は米松(べいまつ)、壁と天井は純白の漆喰、柱や窓枠などはペパーミ 

ントグリーンで統一され、温かさと清潔感に満ちている。住んだ人の心 

根が伝わってくる、自分も一度は住んでみたくなる、そんな建物だ。 

 

 

 

◆横浜共立学園本校舎 

 「共立」とは、プロテスタント各派の連合の謂いであるという。 

 



 



 



 


